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この度、当研究所が開発した切り花ポット（「容器」、特許第 6168493 号）を株式会社

吉川国工業所 (*2)が商品化し販売します。 

 

直売所を始めとする生花販売の現場で

は、花束の容器への出し入れに伴う傷みが

問題になっていました。 

 

 今回商品化される『切り花ポット』は、

開口部が長方形、底部がすり鉢状の特殊な

形をしています。このため、 

①花束の出し入れが容易で花が傷つきにく

い 

②並べやすい形で、お店のスペースを有効

活用でき、ディスプレイ・商品管理がしや

すい 

③底に角がなく洗いやすい 

といった、画期的な特徴があり、売り場

ロスを軽減できます。 

 

この商品は令和元年 10 月 9 日（水）～11 日（金）に幕張メッセで開催される『第 9 回

国際農業資材 EXPO』(*3)に出展されます。 

 

当研究所は、大阪府の環境農林水産分野における研究機関として、様々な技術開発を行

ってきました。これからも関係機関や企業と連携し、社会実装に向けた調査研究に取り組

みます。 

 

 

*1：売り場ロスとは、売り場での破損や劣化により商品が価値を失うことです。 

*2：株式会社吉川国工業 問い合わせ先アドレス（oda@yoshikawakuni.co.jp） 

ホームページリンク（http://www.yoshikawakuni.co.jp/index.php） 

*3：ホームページリンク（https://www.agriexpo-tokyo.jp/ja-jp/about/agritech.html） 

 

生花の売り場ロス（*1）を減らす『切り花ポット』が商品化されます！ 
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「切り花ポット」は、容器の底がすり鉢状になって

います。切り口が底の中央部に集まり、花束が放射

状に広がるため、茎が絡まず出し入れしやすいこと

が特徴です。底部には角がなく洗いやすいことで、

お花屋さんの水仕事を軽減します。 
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